
 

生涯学習を推進するにあたっての課題&解決策 

 

課題 解決策 

生涯学習施設が気軽に利用できない！ 

●利用しやすい公民館にしたい！ 

●みんなが使いやすい図書館・公共施設に！ 

●蒲郡市は発表する場が少ない！ 

● 予約なしでいつでも気軽に使える場所になるといい。 

● 公民館、市民会館が古い。きれいでないと使う人も集まらない。 

● 市民活動がしやすい公民館に。食事が提供できるように決まりを変えてほしい。 

● 通常使っている人で埋まっている場合があるので、新規参加がしやすい環境に 

してほしい。誰でも参加できる環境づくりが必要。 

● 公民館は誰でも自由に使える学校。文化祭に絵を展示するなど、公民館に足を 

運んでもらうイベントを。 

● 受験生に部屋を開放してはどうか？若い世代に公民館利用を。 

● 学校の行事と公民館の行事。学校を介して行事の連絡をしては？  

● 他の地区のママ友と公民館を利用できるようにしてほしい。 

● 同じ地区でも小学校区が違うとコミュニケーションが取れない。 

施設も利用しにくい。小学校と連携してやっていけないか？ 

● 図書館のスペースは空間がないので集まれるようにしてほしい。 

蔵書も増やしてほしい。 

第２回 

ワークショップの 

意見のまとめ 



課題 解決策 

幅広い年代が参加できる機会がほしい！ 

●すべての年代が参加できるような活動や 

みんなで交流できる機会がほしい！ 

●魅力あるイベントがない！ 

● 若い人への周知方法として、インスタグラムや LINE を活用しては？ 

広報紙だけでなく複数の媒体でやっていくといい。 

● 講座でも施設でも、みんなで意見をだして作っていけたらいいと思う。 

● 中高生を公民館利用にどのようにつなげていけばいいんだろう？ 

魅力的なイベントを！ 

● 若い世代を巻き込むためには生涯学習施設での Wi-Fi 環境は必須。 

● 公民館が無料なのに驚いた。無料だから魅力があるものができないのでは？ 

たくさんの人の参加につなげるためには魅力あるイベント・活動を！ 

学んだことを地域に活かせないか？ 

●地域に学びを広めていくことが大事！ 

●地域の課題解決につながる学習が必要！ 

● 色々な趣味活動の体験の場を市民会館にしては？活動に参加するきっかけ、 

それぞれの活動がつながるきっかけづくりになるのでは？ 

● 学びの日常化が必要（中核が公民館）。 

● 小学生とお年寄りが一緒に学び合う機会が全地区に広まり、それがまちの活性化

につながればいいと思う。 

 

 


